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上賀茂および白浜試験地における

外国産マツのマツ枯れ被害

一マツ属のマツノザイセンチュウに対する抵抗性一

古野東洲・中井　勇・上中幸治・羽谷啓造

ま　え　が　き

　マックイムシの被害と考えられ，いろいろと対策が講じられたが，被害を終らせることができ

なかった日本のアカマツ（Anus　densiflora），クロマツ（P．伽蛎γ冨川の枯死の原因がマツノザ

イセンチュウ（BμγsαρW㎞伽s綱鋤伽sSTEINER　and　BuHRER）の発見，加害の確認1）によって

明らかになって以来すでに20数年を経過した。枯死原因の発見により，研究も進展し，大いなる

効果が期待されたが，マツ枯れは終息する気配はない。近年，京都市周辺ではますます被害が拡

大していると思われる。

　京都大学農学部附属演習林では昭和30年頃から世界のマッ属を収集し，その生育状況を，上賀

茂試験地および白浜試験地で調査している。上賀茂試験地にはガラス室での育成種を含めて，世

界に分布しているマツ属各種の約8割を集め，このうち51種は野外に植栽されている。初期に導

入された種では植栽後40年を越え，すでに生育の良否も判定され，28種には種子が実っている2）。

　白浜試験地は，上賀茂試験地より暖かいため，メキシコ原産種や東南アジア原産種が植栽され

ている。また，早くから日本に導入され，その生育のよいことが確認されていたテーダマッ（P．

taedα　L．）やスラッシュマツ（P．　elliottii・ENGEL．）が植栽密度試験，肥培試験のために実験林とし

て育成されていた。

　マツノザイセンチュウによるマツ属の枯死については，その発見以後，接種試験3・4），被害状

況の調査5－9）など数多くの報告がある。さらに，二井・古野10）は，すでに多くの外国産マツを対

象にマツノザイセンチュウを苗木を含む幼齢木に接種し，マツ属各種の抵抗性を明らかにしてい

る。上賀茂，白浜試験地に植栽された外国産マツが，この接種試験結果を証明している現象もみ

られるが，反面やや異なった事実もみられる。本報告ではこれらについても現象面で改めて検証

する。

　上賀茂，白浜試験地に植栽されたマツ属各種のマツノザイセンチュウによる枯死状況について

は10年前に一部報告6）しているが，その後の枯死の経過を加えてとりまとめ，総合的にマツ属の

マツノザイセンチュウに対する抵抗性を判定した。

　マツ属の植栽以後今日まで見本林，実験林の手入れ管理に努力された上賀茂，白浜試験地の関

係教職員の各位に厚く御礼申し上げる。
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調　査　地　の　概　況

　上賀茂試験地は京都市北区上賀茂本山に，白浜試験地は和歌山県西牟婁郡白浜町立ケ谷に在り，

前者におけるマツ枯れは恒常型で，後者は激害型である。

　上賀茂試験地におけるマッ枯れは1965年頃から天然生のアカマツに発生し始め，防除の結果被

害は軽微のまま終息するかと思われたが，1976年の最低の被害を境に増大に転じ，とくに1987年

には被害本数2，000本，材積300㎡を越え，以後収まる気配はない11）。試験地内の被害木は毎年

必ず伐倒駆除（外国産マツ属見本林がある構内中心部では持ち出して焼却，天然生アカマッの周

辺部では薬剤散布）を行っているが，薬剤の効果の不十分さ，試験地外隣接山林の被害木の処理

の不十分さも手伝い，マッ枯れを急速に軽減させることは困難な現状である。このような被害量

の増大は，上賀茂試験地に導入，収集されているマツ属見本林や実験林へも影響を及ぼし、枯れ

る個体が現れ，マツノザイセンチュウに対する抵抗性が弱い種では，すでに植栽木すべてが枯死

したものも現れている。

　白浜試験地におけるマッ枯れも1966年のクロマツの2本から始まり，以後紀南地方にみられた

激害の経過を辿り，天然生のクロマツ，アカマツの大部分が枯れている。試験地62haの半分に

相当する1～7林班（32ha）では1978年には天然生広葉樹類より梢が上部に出て高く育ってい

るクロマッ，アカマツはその90％を越えるものが枯れている12）。残されたものも現在はその1／3

も生存していない。このようなマツ枯れ激害地に植栽された外国産マツ属も例外ではなく，マツ

ノザイセンチュウに対する抵抗性の弱い種では次々と枯死している。反面，マッ枯れ激害地に植

栽されてもテーダマッやスラッシュマッはほとんど枯れず，これまでに数本が枯死しただけで数

千本が生育を続けている。

調査結果および考察

1．マツ属の生育状況

　上賀茂および白浜試験地に植栽され，調査の対象になったマツ属は変種を含めて，上賀茂試験

地では47種類，白浜試験地では19種類で両試験地合わせて52種類である。

　表一1，2には各調査木の現状を，図一1，2にはそれぞれの植栽位置を示した。

　表一1，2には見本林として小数が集団に植栽されている“見本林”および調査，試験林分と

して植栽されている“実験林”に分けて植栽地が示されている。

　マッ属の生育状況，とくに上賀茂試験地に育てられているものについては，すでに報告した2）

のでここでは詳しくは述べないが，P．　taedaやP．　etliottiiのように北米大陸東海岸に原産する種

で生育が良く，西海岸原産種では悪いことは明白である。さらに東南アジア（アジア大陸）原産

種は生育の良いものが多く，ヨーロッパ大陸原産種の生育は悪い2）。

　白浜試験地に植栽されたマツ属については，上賀茂試験地におけるような生育状況をまとめた

報告はないが，ほぼ上賀茂試験地に準じて，P．　taedaやR朔o倣の生育は良い。しかしメキシ

コ原産種ではマッ枯れが目立ち，生育は良くない。

2．マツ枯れの現状

　2－1．上賀茂試験地におけるマツ枯れ

　植栽以後マツ枯れ以外の原因による減少個体を除いて，生存率を求め、植栽後の年数（林齢）

別に示すと図一3のようになる。図中の番号は表一1の種名に付けたものである。

　生存率80％以上のものはCRITGHFIELD　and　LITTLEi3）の分類によるStrobi亜節に属するもの6種



22

番号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
3
1
2

　
　
　
1
2
　
　
1
2
1
2
　
l
i
l
l
一

　
　
　
1
一
　
l
l
l
1
0
1
1
1
2
2
3
4
5

1
2
3
4
4
5
6
8
8
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1

16－1

16－2
16－3
17－1

17－2
17－3
18
19
20－1
20－2
21
22

23
24
25
26－1
26－2
26－3
27
28
29

30
31

32－1
32－2
33－1
33－2
34
35
38－1
38－2
40－1
40－2
41
42

43

44

45－1
45－2
46

47

48－1
48－2
48－3
49
50
51

52

表一1

種 名

P．atmandi　FRANCHET
P．垣捌‘απαHAND∴MAZ．
P．griffith“McCLELLAND
P，々oraie”sis　SIEB．　et　Zucc．
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P．η蹴九εα’αD．DON

R拠レs励sMILL．
tt

P、Pcmderosα　LAINS、
P．　paレUleγosa　V　．
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tt
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tl

P．pauce　GRISEBACH
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上賀茂試験地での調査木の現況

林齢　生育場所　生存個体の大きさ
　　　　　　　　　　　　胸高直径（cm）樹高（m）
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表一2　白浜試験地での調査木の現況

番号 種 名 林齢　生育場所　生存個体の大きさ　生存本数　生存率
　　　　　　　胸高直径（cm）樹高（m）　　　（本）　　　（％）
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30　　実験林
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80．0
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　6．4

　0

22．2

　5．1

18．8

50．0

　6．6

　0

　0

42．1

（p．strobus，　p．　montiCola，　p．　Peitce，　p．　g砺，ん杭p．　morrisonicola，　p．　fenzeUαnα），　A　ustrales亜節の6

種（P．　Patscstris，　P．　taeda，　R　echiuata，　P．　rt8ida，　P．　pangens，　P．　elliott“），　C励繊αθ亜節の3種（P．

bankSiana，　p．　virginiana，　P．　clausa），　Sylvestres亜節の2種（P．tabulaefor？nis，　P．　huαngshaneusts），

OecarPae亜節の1種（P．　pαtula）の17種である。

　Australes亜節の6種は上賀茂試験地に植栽されているすべての種で90％以上の生存率を示し，

P．　rigidaを除いて他の5種は未だマッノザイセンチュウによって1本も枯れていない。　ContortCte

亜節の3種ではP．bankSianaに被害がみられるが，他の2種は健全である。採種園に1本植栽さ

れているP．　clausaは隣に植栽されているP，　ayacahuiteが3本枯れたにもかかわらず健全に生育

している（写真No．7）。　P．　banlesianaでは生存率69％の一群もあり，マツノザイセンチュウ接種

試験10）でも一部の個体が枯れているので強抵抗性より次のランクに入るものと考えたい。Strobi

亜節の6種は2種を除いて数本の枯死がみられるが，現状ではマツノザイセンチュウに対して強

い抵抗性をもっているものと考えられる。しかし，年齢の若いP．∫fenzetiαuαや調査個体の少ない

P．　monticolaの今後の観察は必要と思われる。
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図一1　調査外国産マツ属植栽位置一上賀茂試験地一

　　　　（番号は表一1参照）

N

⑥

図一2　調査外国産マッ属植栽位置一白浜試験地一

　　　　（番号は表一2参照，見本林（A）の点線内，（B）の右側は補植）
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図一3　上賀茂試験地における外国産マッ属の林齢別の生存率

　P．tabulaeforvnisは植栽後21年では生存率は83％であるが35年では60％である。本種は接種試

験10）やクロマツとの交雑種（F1）での接種試験14）でマツノザイセンチュウに強い抵抗性を示し

ているので，現状ではAustrales亜節に含まれる各種ほどではないがマツノザイセンチュウには

抵抗性をもっているものと考えられる。P．　pαtulaでは1カ所の被害が軽微であったが，他の1カ

所の生存率は20％を示し，2カ所で違った被害状況を示している。本種の属するOocarpαε亜節

にはR　radiataやP．　muricataのようなマッノザイセンチュウ激害種が含まれる。2カ所合わせて

考えると生存率は52％になり，今後被害は進行するものと考えられる。

　マッノザイセンチュウに激害をうけて生存率30％以下のものはOecarPae亜節の3種（P．
radiata．　p．　muricata，　p．　Ptztula），　Ponderosae亜節の3種（P．　PCMderosa　v．　SPocolium，　P．　COCtPeri，　P．

肋πω¢悟め，Sylvestres亜節の4種（P．　nigraとその変種，　P．　sylvestyisとその変Pt，　P，　pinaster，　R

massaniaua）とP．　leoraisenSisと兄畑θαである。ここで注目したいのはP．　massonianaである。本

種はこれまでマツノザイセンチュウに対して比較的抵抗性があると考えられていた。見本林の生

存率は68％で比較的抵抗性を示しているが，実験林では生存率28％で枯損が激しい。苗木または

幼齢木が供試されたP．　massonianaに対するマツノザイセンチュウ接種試験10）で抵抗性を示して

いたにもかかわらず，このような被害をうけたことは，本種がマッモグリカイガラムシ

（Matsucocus・matsumurae（KUWANA））に非常に加害され易いためと思われる15）。マッモグリカイ

ガラムシの寄生で樹勢が弱っているところヘマツノザイセンチュウの侵入のために枯死が加速さ



26

れている可能性がある。今後の本種の利用に際してはこの事実を十分に認識し，細心の注意を払

うべきであろう。これまでのマツノザイセンチュウ接種試験で，最も抵抗性が弱かったP．

leoraiensisが強感受性にランクされることは当然と思われるが，一方，見本林では林齢36年でま

だ半数以上が生存している。70％以上が枯れた実験林は天然林と接して，見本林とはやや違った

環境に育っているが，この実験林においても林齢18年（1988年）時では，天然林の被害が急増し

ていたにもかかわらず枯死率は10％で，大きな被害を示していなかった。図一4のように1988年

以後急速に被害が増大し，現在の生存率は29％である。本林分では今後1993年春までにさらに被

害は進行する（持ち越し枯れが起こる）ものと思われ，この実験林は激害をうけ当初の目的を達

することができないほど林分は壊滅している。

　以上の他の種はマッノザイセンチュウに対して抵抗性と感受性の中間と考えられる。P．

engelmαnniiやP．　mdisのように調査ヵ所により，生存率が50％以上の一群もあれば以下の一群

もある。このような種はP．　ayacahuiteも含めて，現在は，強感受性ではなくても年とともにマッ

ノザイセンチュウの被害が積み重ねられていく可能性がある。マツノザイセンチュウに対しては

弱い種とみるべきであろう。なお，外国産マツ属見本林には，図一1のようにクロマツ，アカマ

ツも1970年に植栽されたが1982年以後急激に枯損し始め，1990年秋には前者で約90％，後者で約

75％が枯れてしまったので現在は別種に改植されている。

　本調査の対象となったのは主として見本林として植栽されているものであるが，さらに，試験

地には，構内に見本樹として単木的に植栽されているもの，実験林として植栽されているものも

ある。上賀茂試験地ではP．　elliottii（’66植栽），　P．　taedα（’58，’61，’62植栽），　P．　riglda（’67植栽），

P．hαnlesiana（’67植栽），　P．　strobus（’68植栽）の各実験林はP．　banlesianaを除いては図一3に示

した結果と同様に健全に生育している。P．　bαnlesiana実験林の一部の個体が枯れているが，実験

林としては健全と考えてもよく微害である。構内の見本樹もP．bUngeanaが1975年に，　P．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ta　bu　laeforinisが1988年に枯死した以外，

　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種（P．strobus，且餌1μsオ腐P．　ellio蹴

　　　　　　　P．pmngens，　P．　Pirginiana，　P、　Panderosa，　P．

　　　　　　　　greggii，　P．　engelmannii，　R　mdis）は健全

（％
）

80

60

超40

20

年度　1988　　，89　　，90　　，91　　，92

林齢　18　　　19　　　20　　　21　　　22

図一4　P．　leoraienSis（4－2）にみれれる減少経過

である。

　2－2．白浜試験地におけるマツ枯れ

　白浜試験地に植栽されたマツ属各種の

生存率を林齢（植栽後の年数）別に示す

と図一5のようになる。白浜試験地に，

はじめて外国産マツが植栽されたのは

1959年のP．　massonianaであるが小数で，

多量には1961年3月，P．　taedaとR

etEottiiを用いた密度試験と肥培試験の

ためである。この試験地では密度効果に

よる被圧による枯死を除けば，現在まで

にマツノザイセンチュウによる枯死とみ

られるものはP．taedaで9本，　P．　elliottii

で5本で，枯死率は2％弱である。なお，

2林班のメキシコ原産のマツ属見本林

（図一2の見本林A）の枯死跡に補植さ
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図一5　白浜試験地における外国産マッ属の林齢別の生存率

れたR吻dα5本のうちの1本が枯れているが，本種のマッノザイセンチュウ強抵抗性を否定す

るものではない。上賀茂試験地では両種の枯死はみられなかったが，白浜試験地における枯死は

地域が上賀茂試験地に比べてマッ枯れ激害地のためと考えられる。マツノザイセンチュウ接種試

験においても標準の3倍接種区の異常発生率が高かった10）ことからも白浜において枯死木が発

生したことは理解されよう。P．　rigidaとP．　strobusの生存率は80～90％で，90％を越えていた上

賀茂試験地における両種よりやや枯死率が高い。恒常発生型の上賀茂試験地に比べて激害型であ

った白浜試験地でのマッノザイセンチュウの被害が激しく現れていることがわかる。

　1973年植栽のメキシコ原産種の見本林（図一2の見本林　A）の枯死の経過を示すと図一6の

ようになる。植栽後10年でP．engelmannii以外の種では半数以上が枯れている。とくにP．

ayaleahuiteの枯損が激しい。上賀茂試験地では野外で育てられないP．　miChoacana，　P．　Psescdostro・

bus，　P．　oecarpaが植栽後21年で，大部分が枯れている。前2種はPOnderosae亜節に，他の1種は

Oecatpae亜節に含まれ，この両亜節に含まれる各種はマッノザイセンチュウに対する抵抗性が弱

いことが明らかになった。

　5葉松であるP．　ayacahuiteはStrohi亜節に属し，本亜節に含まれる多くの種がマツノザイセン

チュウに抵抗性をもっているのに反し，白浜で全個体枯死し抵抗性が弱いことが明らかになった。

Rlehasyaの被害も激しく，植栽後8年で生存率は10％である。なお，1963年には600本の多量が

植栽されたP．khasyaは現在は1本も残っていない。植栽初期の詳しい観察記録はのこっていな
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図一6　白浜試験地におけるメキシコ原産種にみられる減少経過

いが，植栽4～5年後には約100本に減少している。当時マツノシンマダラメイガ（D⑳c渉吻

sPlendidetta　H．－S．）の本種の幼齢木への加害が激しかったが主な原因は不明である。以後マッモ

グリカイガラムシの寄生，加害を示す幹，枝の湾曲がみられる個体が目立ち，マツノザイセンチ

ュウによる枯死を早めたものと考えれれる。1977年には残存木4本，1981年11月には最後の1本

が枯れている。マッモグリカイガラムシの寄生による樹勢の衰弱が枯死を加速させていると思わ

れるが，R　massonianaと同様に，樹形の湾曲，変形を示していない個体も枯れ，さらに植栽後

8年で樹形に異常がなく樹高4mに達していないもので生存率が10％であることもマッノザイセ

ンチュウ抵抗性を判断するのに考慮しなければならないであろう。

　本調査結果から，P．　thunbergii×P．　hhasya（F1）が比較的マツノザイセンチュウに強かった14）

という接種試験について再検討が必要と思われる。上賀茂試験地のガラス室内におけるマツノザ

イセンチュウ接種試験で17本中11本が枯れ，同時に行ったクロマッの枯死率85％と比べれぼやや

抵抗性が認められるが，白浜試験地での激しい枯死からP．lehasyaのマツノザイセンチュウに対

する抵抗性は弱いものと考えられる。

　P．　massonianaは白浜には多くは植えられていないが，2カ所とも生存率40％以下である。植

栽後12年で36％の生存で，マツモグリカイガラムシの加害を考慮してもこの一群の枯死は異常に

高い。一方，1959年植栽のP．　massonianaは1988年に22本が生育し，当時，植栽面積からほぼ1／2

に減少していると推定されている。このうちの17本の幹，枝が湾曲していたのを確認15）してい

るが，過去にマツモグリカイガラムシの激しい被害をうけたことは明らかである。現在の生存本

数は12本（生存率27．3％）で，マッモグリカイガラムシの寄生とマツノザイセンチュウ（枯死木

には多くのマツノマダラカミキリの後食痕を確認）によって，このように多数が枯れたものと思

われる。

　P．　nigraは植栽後13年で全個体が枯れ，上賀茂試験地の結果とあわせてマッノザイセンチュウ

に対して非常に弱いことが明らかになった。注目すべきことは，P．　griffith“が植栽後8年で
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55％が，21年で全部枯れたことである。上賀茂試験地では22年後で，83％が生き残っているのと

比べて全く反対の結果が得られた。本種の原産地がヒマラヤ地方で，白浜の気候に合わなかった

結果かも知れない。本種が属するStrobi亜節はP．　strebusやP．　morrisoniColaのような強抵抗性種

が属するので，ここでは上賀茂試験地の結果からマツノザイセンチュウ抵抗性種と考えたい。2

団地に植栽されているP．　greggiiやP．　Pseudostrobusでは年齢の若い方が生存率が高く，年ととも

に枯損が進行している。

　以上のように白浜試験地に植栽されたマツ属各種は上賀茂試験地における同種よりも激しく被

害をうけ，激害地であった白浜の地域性があらわれている。なお，白浜試験地構内にはP．　mer－

leusiiが1本健全に生育し，胸高直径4．5cm，樹高8．5mに育っているが，1本であるので本報告

では判断資料から除外した。

3．マツ属の分類よりみたマツノザイセンチュウ抵抗性

　CRITcHFIELD　and　L［TTLEI3）がマツ属を分類した各グループ（亜節）によってマッノザイセンチ

ュウ抵抗性の強弱はすでに一部で論じられている10・16）が，本調査マツ属各種について複数種が

調査された亜節別に識別すると次のようになる。

　①Australes亜節：各種すべて抵抗性であった。

　②Strobi亜節，　Contortae亜節：多くの種が抵抗性であったが，一部の種は感受性であった。

　③Sylvestres亜節：多くの種が感受性であったが，一部の種は抵抗性であった。

60°

e

°

図一7　北アメリカ大陸原産種にみられるマッノザイセンチュウ抵抗性

　　　　（○：強抵抗性種，①：弱抵抗性種，①：弱感受性種，●：強感受性種）
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④POnderosae亜節．　OecarPne亜節：調査各種すべてが感受性であった。

　なお，P．　horaiensis（Cembrae亜節），　P．　bUngeana（Gerardianae亜節），　A　teiqPhyUa（Leiophyiiae

亜節），P．　pinea（Pineae亜節）の各種は感受性であった。

　マツバノタマバエ（ThecodiPlosis　jaPcynensls　UcHIDA　et　INouYE）がP．　rad・ia・taの例外を除き，

Sylvestres亜節に属する各種だけを加害する17）ほど明確には分かれていないが，マッノザイセン

チュウに対する抵抗性の強弱がCRITcHFILED　and　LITTLEi3）がマツ属を分類した亜節によって大ま

かに判断することも可能と思われる。

4．マツ属の原産地別にみたマツノザイセンチュウ抵抗性

　マッ属にみられるマツノザイセンチュウ抵抗性をその原産地別に示すと図一7，8のようにな

る。P．　tCtedaやP．　elliotiiにみられるような強抵抗性と判定した種は白丸，　R　leorαiensisやP．　nigra

のように強感受性と判定した種は黒丸とし，その中間を2クラスに分けて示した。図にはわが国

在来種の強感受性であるクロマツ，アカマツ，リュウキュウマツ（P．luchuensis）をも示した。

また，変種は種にまとめ，P．　laricioはP．　nigraの異名であるのでP．　nigraに加えて判断した。さ

らに上賀茂試験地の構内の見本樹の枯死（1975年），演習林本部試験地の2本の見本樹のうち1

本の枯死（1983年）から抵抗性が弱いものと判断されているP．　bUngeanaをも加えた。

　地域性が顕著にみられるのは北アメリカ大陸の東と西で，東海岸に原産するマツ属各種がそろ

って強抵抗性を示しているのに反し，アメリカ西海岸からメキシコに原産する各種の抵抗性が弱

いことである。この東西両地域の抵抗性の違いはマツノザイセンチュウの起源の追究の糸口とし

て何等かの示唆を与えてくれているのかも知れない。

　東南アジァ（アジア大陸）原産種では数種を除きマツノザイセンチュウに感受性の種が多い。

図一8

5

アジア大陸・ヨーロッパ大陸原産種にみられるマッノザイセンチュウ抵抗性

（記号は図一7参照）
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P．　massonianaのようにマッモグリカイガラムシの寄生による樹勢の衰弱と相まって枯死が早め

られる種もあり，さらに，現在では被害が軽微であるが原産地の中国で18・19）マツモグリカイガ

ラムシの加害が確認されている兄励μ1吻禰sの今後の経過には十分注意が必要と思われる。

　ヨーロッパ大陸原産種もマツノザイセンチュウに強感受性の種が多い。東南アジア（アジア大

陸），ヨーロッパ大陸原産種のうちで，抵抗性と判断された種で高樹齢のものはP．　Pence（38年），

P．　mOtVisonicola（27年）の2種で，　P吻2功ω砿とP．　hwangshanensisは植栽後10年に満たない。

前者は強抵抗性種が多く含まれるStrQbi亜節に属しているで今後も健全で育つ可能性が強いが，

後者は，Sytvestres亜節に属し，さらにマツモグリカイガラムシの寄生による幹，枝の湾曲が目

立ってきているので，今後はP．　massonianaのような道をたどり枯れていく可能性が強い。

総 括

　上賀茂試験地および白浜試験地に植栽されている外国産のマツ属52種（変種を含む）のマツ枯

れの現状を調査し，マツノザイセンチュウに対する各種の抵抗性の強弱について判定した。本調

査によりマツ属のマッノザイセンチュウに対する抵抗性はほぼ解明されたと考える。とくにアメ

リカ大陸東海岸原産各種の強抵抗性は，幼齢木を供試したマツノザイセンチュウ接種試験結

果10）を裏付けている。接種試験と枯死状況に大きな違いが現れたのはP．　massonianaである。本

種は接種試験では強抵抗性ではないがそれに次ぐ弱抵抗性と判定されているが，本調査では生存

率は低く，この事実だけでは感受性と判断しても間違いはない。しかし，すでに述べたように，

P．　massonianaはマツモグリカイガラムシの被害だけでも年月（7－－10年）を経過すれば枯れる

ため，この樹勢の衰弱の過程でマッノザイセンチュウが侵入して，枯死を加速させている可能性

が強い。このことを考慮し，さらに接種試験の結果を重視して本報告ではA　massoniauaはマッ

ノザイセンチュウに対して弱抵抗性と判定した。これらの事象の確認は今後の大きな研究課題で

あろう。

　以上のように，現在，上賀茂，白浜の両試験地に植栽されている外国産マッがマツノザイセン

チュウにより如何なる被害をうけているかによって，その抵抗性を判定した。強抵抗性と判定さ

れた各種は今後も抵抗性を発揮して生育を続けるものと思われる。反対に強感受性と判定された

各種は勿論ではあるが，弱感受性と判定された各種も年の経過により被害は積み重なり，最後に

は強感受性ともども大多数が枯れてしまうものと考えられる。このような種の育成には何等かの

対策を講じる必要があろう。さらに，P．　massonianaやP．　hωangshanenslsのようにマツモグリカ

イガラムシに加害され易い種の被害の進行も危惧され，とくにマッノザイセンチュウ抵抗性種と

してクロマツとのF1雑種の養成が推進されているP．　massonianaについては，本報告にみられる

ような枯損の事実を無視することはできないと思われ，十分に留意すべきであろう。
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写　真　説　明

1．P．　rigidα　1989．0．6，白浜試験地．

　　マツノマダラカミキリの産卵痕多数，幼虫が生息．

2．P．　el“ottii　1978．9．26，白浜試験地．

　　実験林の優勢木の枯死，マッノマダラカミキリの幼虫が生息．

3．P．　radiαta　1980．11．14，上賀茂試験地．

　　マツノマダラカミキリ生息

4．且ヅws励s　v．　rigensis　1990．8．24，上賀茂試験地．

　　持ち越し枯れのためマツノマダラカミキリ生息せず．

5．P．　PeUCe　1991．12．4，上賀茂試験地．

　　枯死はこの一例だけ，幹の上部にはマッノマダラカミキリが生息，

6．P．　laricio　v、　cαlabrica（左）と且鋼6励％砲v．　b抱吻疵π！（右），1985．11．7，上賀茂試験地．

　　両種ともマツノマダラカミキリ生息せず．

7．且卿c励％砲　1992．10．27，上賀茂試験地．

　　左の1個体は衰弱が遅くマッノマダラカミキリ生息せず，隣の健全木はP，ctausα．

8。且麺吻　1986．6．16，上賀茂試験地．

　　持ち越し枯れ，マツノマダラカミキリ生息せず．

9．Rdurangensts　1992．10．27，上賀茂試験地．

　　マツノマダラカミキリ生息せず．

10．P．　nedis　1989．10．6，白浜試験地．

　　マツノマダラカミキリ生息．

11．P．　leiOPhyUa　1982．9．28，白浜試験地．

　　マツノマダラカミキリ生息せず、

12．P．　lehasyα　1979．9．6，白浜試験地．

　　衰弱初期，1カ月後に針葉は褐変．
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